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7432-Sに かんす る臨床的研究

三木文雄 ・生野善康 ・井上英二 ・村田哲人

谷澤伸一 ・坂元一夫 ・河瀬吉雄

多根病院内科。

新 しい経 ロセ フェム系抗生物質。7432-Sを 呼吸器感染症息者 に投与 し,有 効性な らびに安全

性の検討を行 い,以 下 の成績を得た。

急性気管支炎1例 。慢性気管支炎急性増悪3例,感 染をと もなった気管支喘息1例,肺 炎1例,

計6例 に対 して,7432-Sを1回200mg宛1日3回(1例 に対 しては1日2回),10～14日 間経

口投与 した。

急性気管支炎1例 は有効,慢 性気管支 炎急性増悪3例 中1例 有効,1例 やや有効,1例 無効,感

染を ともなった気管支喘息1例 はやや有効,肺 炎1例 は有効の臨床効果が認め られた。起炎菌を確

定 し得た4例 中,7432-S投 与によ って除菌 し得たのはHaemopdylus influenzaeの1例 のみで

あ り,他 のH.influenzaeの2例 とPseudomonas aeruginosaの1例 においては,7432-S投

与後 も起炎菌の残存が認め られた。

好酸球増多1例,好 酸球増多 とGOT・GPTの 上昇が1例 において認め られたが,い ずれ も軽

度の変動であ り,全 症例 において 自他覚的異常反応は認 め られ なか った。
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7432-S, (6R, 7R)-7-〔(Z)-2- (2-amino-

4-thiazolyl) -4-carboxyl -2- butenoylamino] -

8-oxo-5-thia-l-azabicyclo [4, 2, 0] oct-

2-ene-2-carboxylic acidは 塩野義 製薬株式会社研

究所において開発 された経 口用 セフェム系抗生物質であ

る。本物質は β-ラ クタマーゼに安定であ り,多 くの グ

ラム陰性菌に対 しては優れた抗菌力を示すが,グ ラム陽

性菌,緑 膿菌,嫌 気性菌に対す る抗菌力の劣 る ことが弱

点である1)。

今回,こ の7432-Sを 呼吸器感 染症 患者 に投 与 し,

有効性 と安全性について検討 したので,そ の成績を報告

する。

I. 研究対象 ならび に研究方 法

昭和61年7月 か ら62年5月 の間に,多 根病院内科を

受診 した急性気管支炎1例,慢 性気管支炎急性増悪3例,

感染をともな った気管支喘息1例,肺 炎1例,計6例 の

呼吸器感染症患者 に対 して,7432-Sを1回200mg宛,

1例 には1日2回 朝夕食後 に,5例 には1日3回 朝昼夕

各食後 に,経 口投 与 した。Teble1に7432-S投 与症

例の年齢,性 別,感 染症診断名,基 礎疾患 ・合併症,起

炎菌,7432-S投 与量を一括表示 した。 なお,投 与対 象

の感染症重症度は,何 れ も軽症であ った。

治療効果の判定に際 して,7432-S投 与開始後 きわめ

て速 やかに症状の改善を認め,7432-S投 与中止後 も症

状 の再燃 を認め ない場合を著効,7432-S投 与開始後明

らかに症状の改善を認めた場合を有効,7432-S投 与後

症 状の改善 傾向を認 めた場合,あ るいは7432-S投 与

によ り明 らかに症状 の改 善を認めて も7432-S投 与中

止 後症状の再燃をみた場合をやや有効,7432-S投 与に

よ って症状の改善を認めない場合を無効 と臨床効果を判

定 した。 また,7432-S投 与前後 の原因菌の消長を基 と

して細菌学的効果を判定 した。い っぽ う,治 療効果の判

定 と並行 して,7432-Sの 副 作用有無の検討を 目的 と し

て,自 他覚症状の観察を行 うとともに,7432-S投 与前

後の末梢血液像,肝 ・腎機能,尿 所見な どの臨床検査を

実施 した。

II. 成 績

7432-S投 与6例 の治療成績 はTable1に 示 したと

お りで ある。

急性気管支炎1例 は有効,慢 性気管支炎急性増悪3例

中1例 有効,1例 やや有効,1例 無効,感 染を ともなっ

た気管支喘息1例 はやや有効,肺 炎1例 は有効の臨床効
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Table 1. Clinical details of patients treated with 7432-S

果が認め られた。

起 炎 菌 が 判 明 した の は4例 で あ り,こ の う ち,

Haemophylus influenzaeを 分離 した3例 中,1例 で

は7432-S投 与 によって除菌 されたが,2例 では7432-

S投 与後 もH. influenzaeは 残存 し,Pseudomonas

aeruginosaの1例 も7432-S投 与 によって除菌 され な

か った。

以下,各 症例 について,経 過の概要を記載 する。

症例1.69歳 女 急性気管支炎

糖尿病,高 血圧症の コン トロール中,3日 前か ら咳噺,

粘膿性疲 出現 した。 発熱無 し。7432-S 200mg宛1日

3回 投与 によ って喀痰 消失,7日 後7432-S投 与 量を

1回100mg宛1日3回 に減量,計14日 間 で症状 は完

全に消失 した。起炎菌は不明であった。

症例2.77歳 男 慢性気管支炎急性 増悪

糖尿病,高 血圧症の コン トロール中,数 年前 か ら咳嗽,

喀痰が出没 して いた。今回は,約1週 間前か ら咳嗽,膿

性痰が増加 し,37.3℃ 内外の発熱が持続 した。7432-S

1回200mg宛1日2回 の投与によ って,解 熱,咳 噺,

喀 痰 も消 失 した。7432-S投 与 前,喀 痰 か らH.

influenzaeを 分離 したが,7432-S投 与 によ り除菌 さ

れた。

症例3.65歳 男 慢性気管支炎急性 増悪

数年前 か ら咳嗽,喀 痰出没,と きどき感染増悪 を繰 り

返 していた。今回 は,約2週 間前か ら咳噺が激 しくなり,

粘膿 性痰が増加 した。7432-S1回200mg宛1日3回

の投与 を行 い,咳 嗽はやや軽快 したが,粘 膿性痰が持続

し,喀 痰 中H,influenzaeも 持 続 して分 離 され るた め

7432-S投 与を中止 した。咳嗽の軽快,胸 部 ラ音の消失

が認 められ たので,臨 床的 にはやや有効 と判定 した。 な

お,7432-S中 止時の臨床 検査 に於 て,好 酸球増多(6

%→16%),GOT (24→51),GPT (18→41)上 昇が認

め られた。

症例4.80歳 男 慢性気管支炎急性 増悪

5年 前 胃癌切除術後,経 過観察中,時 々咳嗽,喀 痰が

出没 して いた。今回は約2週 間前か ら喀痰増加 し,時 に

血痰を訴え るようになった。発熱無 し。7432-S200mg

宛1日2回 投与を行 ったが,症 状 の改善は認め られず,

胸部 レ線像 にお いて も右下野の浸潤影 の増加が認められ,

喀痰 中P. aeruginosaも 除菌 されなか った。

症 例5.42歳 男 感染を ともな った気管支喘息

気管支喘息の コン トロール中,約2週 間前か ら膿性痰

を喀出す るようにな った。発熱無 し。膿性痰持続のため

7432-S1回200mg宛1日3回 投 与 を実 施 した。

7432-S投 与2週 間後において も,喀 痰量がわずかに減

少 した以外症状の変化は認め られず,や や有効 と判定 し

た。喀痰中のH. influenzaeも 除菌 されなか った。

症例6.39歳 男 肺炎

約1週 間前か ら咳嗽,喀 痰が出没 していたが,軽 度の

発熱をきた した ために受診 した。胸部 レ線像にて,右 下

野に 浸潤影 を認 め肺 炎 と診断 した。7432-S1回200

mg宛1日3回 の投与 によ り,5日 後 には自覚症状 はほ

とん ど消失 し,胸 部 レ線陰影 も消 失,10日 間で7432-

Sの 投 与を中止 したが,症 状 の再燃 は認め られなかった。

起炎菌は不明 に終わ った。

以上6例 につ いて,7432-S投 与前後 に実施 した臨床

検査成績 はTable 2に 示 したとお りで ある。症例1に

おいて,好 酸 球数が7432-S投 与前3%か ら7432-S

投与後9%(白 血球数5800/mm)に 増加 し。症例3で

は,好 酸球数 が7432-S投 与前6%が7432-S投 与後

16%(白 血球 数4300/mm)に 増 加 し,GOT・GPTが

それぞれ24U→51U,18U→41Uと 軽度の増加が認

め られた。

なお,全 例において,7432-S投 与 に伴 う自他覚的異
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Table 2 . Laboratory findings before and after administration of 7432-S

常反応は認め られ なか った。

III. 総括ならびに考案

7432-Sは,グ ラム陽性菌,緑 膿 菌,嫌 気性菌 に対す

る抗菌力 は劣る ものの,β-ラ クタマーゼ産生菌を含む

グラム陰性菌 に対 して は優 れた抗菌 力を示す経 口用セ

フェム系抗生物質であ る1}。

今回,こ の7432-Sを6例 の呼吸 器感染症患 者に対

して,1回200mg宛1日3回(1例 には1日2回),

10～14日 間経口投与 し,有 効性 と安全性の検討 を実施

した結果,有 効3例,や や有効2例,無 効1例 の臨床効

果が認め られ た。

無効の1例 は,起 炎菌が7432-Sの 抗 菌 スペ ク トラ

ム外のP.aerugtnosaで あ り,無 効の結果 は当然 であ

ると考え られた。 この症例 にお いては,細 菌学的 にも無

効であ った。

H.influenzaeが 起炎菌 と して分離 された3症 例の う

ち,7432-S投 与によって除菌 し得 たのは1例 のみであ

り,こ の症例では臨床的に も有効の成績が認め られたが,

他 の2例 で は,い ず れ も7432-S投 与 によ って除菌 し

得ず,臨 床的に もやや有効の成績 にとどまった。 この臨

床 的にやや有効で,H.influeneaeを 除菌す ることが 出

来 なか った2例 は,有 効 の臨 床効 果 が認 め られ,H.

influenzaeも 除菌出 来た症例 と比較 して,と くに宿 主

側に難治要因が認め られる状態ではな く,い ずれ も他 の

抗菌薬に変更後,症 状の改善,H.influenzaeの 消失が

認め られ たことか ら,7432-Sの 慢性気道感染症 に対 す

る有効性 はそれほど優れたもの とは考 え られなか った。

安全性にかん しては,自 他覚的の異常反応が認め られ

た症例 はな く,好 酸球増 多が2症 例 にお いて,GOT・

GPTの 上昇が1症 例 において認 め られたが,い ずれ も

軽度 であ り,と くに問題 にす る必要 はないように考え ら

れた。

(本論文の要旨は第35回 日本化学療 法学会西 日本支部総

会 にお いて発表 した)
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CLINICAL STUDIES ON 7432-S
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We evaluated efficacy and safety of 7432-S, a new oral cephem antibiotic, by administering it
to patients with respiratory tract infections, and the following resuits were obtained.

The study involved a total of 6 Patients (1 with acute bronchitis, 3 with an acute exacerbation

of chronic bronchitis, 1 with infected bronchial asthma and 1 with pneumonia, wbo orally

receivewd 7432-S at 200 mg 3 times a day (2 timnes a day for 1 patient) for 10 to 14 days.

The clinical response was evaluated as good for the patient with acute bronchitis, good for 1,

fair for 1 and poor for 1 of the 3 patients in an acute exacerbatiom of chronic bronchitis, fair for
the patient with in fected bronchial asthma and good for the patient with pneumonia. The

causative organisms could be identified in 4 patients; 7432-S was capable of eliminating the

organisms in only one patient with H.influenzae, while the organisms persisted in 2 others with

H.influenzae and one patient with P.aeruginosa even after the treatment with 7432-S.

Eosinophilia occurred in 1 patient and increases of GOT and GPT with eosinopbilia occurred in

another patient, but they were all minor changes. In addition, none of the pdients presented any

adverse reaction subjectively or objectvely.


